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水
野
忠
政

信
元	

松
平
広
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於
大

忠
重

勝
成

徳
川
家
康

水野勝成関係系図

戦
国
時
代
、
武
勇
で
腕
を
鳴
ら
し

た
武
将
は
数
多
く
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
に
入
る
と
活
躍
の
場
を
失
い
、

武
力
の
み
で
は
生
き
残
れ
な
く
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
初
代
刈
谷
藩
主
の
水
野

勝
成
は
違
い
ま
す
。
勝
成
は
藩
主
と

し
て
内
政
に
お
い
て
も
優
れ
た
手
腕

を
発
揮
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
戦
国

か
ら
江
戸
時
代
と
い
う
大
き
な
時
代

の
変
化
の
中
で
活
躍
し
た
水
野
勝
成

の
生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。

水野勝成画像（福山市賢忠寺蔵）
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れ
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年
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高
天
神
城
攻
め
に
参
戦（
勝
成
の
初
陣
）

天
正
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（
1
5
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）
年

⃝ 

本
能
寺
の
変
に
よ
り
信
長
死
去

天
正
12
（
1
5
8
4
）
年

⃝ 

長
久
手
の
戦
い
で
活
躍
す
る
も
、父・忠
重

か
ら
勘
当
さ
れ
る

⃝ 

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
後
、九
州
や
中
国
地

方
を
放
浪
す
る

天
正
18
（
1
5
9
0
）
年

⃝ 

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
城
攻
め（
天
下

統
一
）

慶
長
4
（
1
5
9
9
）
年

⃝ 

家
康
の
仲
介
で
忠
重
と
和
解
す
る

慶
長
5
（
1
6
0
0
）
年

⃝ 

父・忠
重
が
殺
害
さ
れ
、刈
谷
3
万
石
を

継
承

⃝ 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
大
垣
城
を
落
と
す

慶
長
8
（
1
6
0
3
）
年

⃝ 

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る

慶
長
19
（
1
6
1
4
）
年

⃝ 

大
坂
冬
の
陣
に
参
戦

元
和
元
（
1
6
1
5
）
年

⃝ 

大
坂
夏
の
陣
に
参
戦
し
、小
松
山
の
戦

い
で
後
藤
又
兵
衛
ら
を
破
る

⃝ 

大
和
国
郡
山
6
万
石
に
転て

ん
ぽ
う封

元
和
5
（
1
6
1
9
）
年

⃝ 

備
後
国
10
万
石
に
転
封

元
和
8
（
1
6
2
2
）
年

⃝ 

福
山
城
築
城
。城
下
町
を
整
備
し
、産
業

を
奨
励
す
る

寛
永
15
（
1
6
3
8
）
年

⃝ 

島
原
の
乱
に
子・孫
と
三
代
で
出
陣
す
る

慶
安
4
（
1
6
5
1
）
年

⃝ 

勝
成
死
去

●
戦
国
時
代
、
刈
谷
を
治
め
て
い
た

の
は
…

戦
国
時
代
は
「
下げ

剋こ
く

上じ
ょ
う」

と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
各
地
の
豪
族
が
自
分
の
勢
力
の
拡

大
の
た
め
に
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
時
代
で
し
た
。

知
多
半
島
を
勢
力
圏
と
し
て
い
た
水
野
氏
は
、

衣
ヶ
浦
を
挟
ん
で
対
岸
の
刈
谷
に
も
進
出
を
始

め
ま
す
。
天
文
2
年
（
1
5
3
3
）
の
水
野
忠

政
に
よ
る
刈
谷
城
築
城
後
、
刈
谷
は
水
野
氏
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
西
の
尾
張
に
は
織

田
氏
、東
の
岡
崎
は
今
川
義
元
の
支
配
下
に
あ
っ

た
松
平
氏
（
後
の
徳
川
）
に
挟
ま
れ
、
い
つ
戦

乱
が
お
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
し
た
。

永
禄
3
年
（
1
5
6
0
）
の
桶
狭
間
の
戦
い
の

あ
と
、
当
時
の
刈
谷
城
主
・
水
野
信
元
の
仲
介

に
よ
り
織
田
信
長
と
徳
川
家
康
が
同
盟
を
結
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
は
戦
乱
の
脅

威
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
忠
政

の
孫
で
あ
る
勝
成
は
永
禄
7
年
に
生
ま
れ
ま
す
。

●
戦
国
の
世
を
駆
け
抜
け
た
青
年
期

勝
成
の
初
陣
は
天
正
7
年
（
1
5
7
9
）
に

お
こ
っ
た
高た

か

天て
ん

神じ
ん

城じ
ょ
うの

戦
い
で
す
。
高
天
神
城

（
現
在
の
静
岡
県
中
央
部
）
は
、
当
時
、
武
田

勝
頼
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
徳
川
家
康
が

攻
め
込
み
ま
し
た
。
勝
成
と
父
・
忠
重
は
織
田

信
長
の
命
に
よ
っ
て
こ
の
戦
い
に
参
加
し
、
家

康
が
勝
利
を
収
め
て
い
ま
す
。

そ
の
翌
年
、
本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
信
長
が

亡
く
な
る
と
、
羽
柴
秀
吉
が
後
継
者
に
躍
り
出

て
、
天
正
12
年
に
は
家
康
と
の
間
で
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
が
お
こ
り
、
忠
重
と
勝
成
は
家
康

側
で
参
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
勝
成
は
目
の

上
に
腫
物
が
で
き
た
た
め
兜
を
被
ら
ず
に
参
戦

し
、
心
配
す
る
父
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
大
活

躍
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
秀
吉
と
家
康
と
の
間
で
和わ

睦ぼ
く

が
成

立
し
、
豊
臣
秀
吉
は
天
下
統
一
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
頃
、
勝
成
は
父
・
忠
重
の
怒
り

を
買
っ
て
勘
当
さ
れ
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
は

姿
を
消
し
ま
す
。
勝
成
自
身
が
記
し
た「
覚
書
」

に
よ
る
と
、
中
国
地
方
か
ら
九
州
地
方
に
か
け

て
、
秀
吉
家
臣
の
大
名
の
下
で
数
々
の
戦
い
に

参
加
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
天

正
17
年
、
肥
後
国
（
現
在
の
熊
本
県
）
で
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
の
小
西
行
長
に
仕
え
た
際
に
は
、

天
草
五
人
衆
と
呼
ば
れ
る
豪
族
の
反
乱
を
抑
え

る
た
め
、
天
草
へ
出
陣
、
志し

岐き

城
・
本ほ

ん

渡ど

城
と

い
っ
た
天
草
の
城
を
制
圧
し
て
い
ま
す
。

慶
長
3
年
（
1
5
9
8
）
秀
吉
が
伏
見
城
で

亡
く
な
り
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
重
臣
・
前
田
利

家
も
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
家
康
派
と
反
家
康

派
と
の
争
い
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
勝
成
は
家
康
の
身
辺
警
護
に
あ
た
っ

て
い
た
と
さ
れ
、家
康
の
後
押
し
も
あ
っ
て
父
・

忠
重
と
の
対
面
・
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ

し
て
慶
長
5
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
直
前
に
忠

重
が
池ち

鯉り
ゅ

鮒う

（
現
在
の
知
立
市
）
で
殺
害
さ
れ

た
た
め
、勝
成
が
跡
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
刈
谷
藩
主
を
務
め
た
壮
年
時
代

天
下
分
け
目
と
言
わ
れ
る
関
ヶ
原
の
戦
い

で
、
勝
成
は
そ
の
前
哨
戦
に
あ
た
る
大
垣
城
攻

め
に
参
戦
し
活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
家

康
が
勝
利
を
収
め
る
と
、
勝
成
は
そ
の
恩
賞
と

し
て
京
都
の
朝
廷
か
ら
「
従じ

ゅ

五ご

位い

下げ

日ひ
ゅ
う

向が
の

守か
み

」

と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
勝
成

の
異
名
で
あ
る
「
鬼
日
向
」
は
こ
こ
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

慶
長
8
年
（
1
6
0
3
）、
家
康
が
征
夷
大
将

軍
と
な
っ
て
江
戸
時
代
が
始
ま
る
と
、
勝
成
は

初
代
刈
谷
藩
主
と
し
て
刈
谷
城
の
修
復
や
城
下

町
の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
応
仁
の
乱
（
1
４

6
7
）
以
来
100
年
以
上
戦
国
時
代
が
続
き
、
秀

吉
に
よ
る
天
下
統
一
後
も
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
戦
乱
が
止
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
大
坂

の
陣
ま
で
14
年
の
間
は
、
国
内
で
大
き
な
戦
乱

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
日
本
人
に

と
っ
て
戦
い
の
無
い
平
和
な
時
代
と
い
う
の

は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

初
代
刈
谷
藩
主 

水
野
勝
成

─
鬼お

に

日ひ
ゅ
う
が向

の
い
く
さ
と
ま
ち
づ
く
り
─

水
野
勝
成 

関
連
年
表

歴史特集

刈 谷 藩 主
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歴
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博
物
館（
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‐
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１
０
０
）
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●
大
坂
夏
の
陣
で
の
活
躍

慶
長
19
年
（
1
6
1
4
）
に
お
こ
っ
た
大
坂

冬
の
陣
は
、
徳
川
家
が
豊
臣
家
を
滅
亡
に
追
い

込
む
戦
い
で
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
築
い
た

大
坂
城
は
難
攻
不
落
だ
っ
た
た
め
、
一
旦
和
睦

を
結
び
、
周
辺
の
堀
を
埋
め
ま
す
。
そ
こ
で
豊

臣
家
は
大
坂
城
を
出
て
戦
う
こ
と
と
な
り
、
慶

長
20
年
4
月
、
大
坂
夏
の
陣
が
お
こ
り
ま
す
。

こ
こ
で
勝
成
は
総
大
将
と
し
て
伊
達
政
宗
ら
と

共
に
奈
良
方
面
か
ら
進
軍
し
、
小
松
山
（
現
在

の
大
阪
府
柏
原
市
）
で
豊
臣
方
の
重
臣
、
後
藤

又
兵
衛
ら
と
激
戦
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
又
兵

衛
を
討
ち
取
る
な
ど
大
き
な
戦
果
を
挙
げ
た
こ

と
で
大
坂
夏
の
陣
の
大
勢
は
決
し
、
後
に
大
坂

城
は
落
城
、
豊
臣
家
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

こ
の
功
績
に
よ
り
翌
元
和
2
年（
1
6
1
6
）、

勝
成
は
刈
谷
か
ら
大
和
郡
山
（
現
在
の
奈
良
県

大
和
郡
山
市
）
6
万
石
へ
転て

ん

封ぽ
う

し
ま
す
。
当
時

の
大
和
郡
山
は
交
通
の
要よ

う

衝し
ょ
うで

し
た
が
、
大
坂

の
陣
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。
勝
成
は
、

こ
こ
で
も
復
興
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
福
山
を
創
り
上
げ
た
殿
様

元
和
5
年
（
1
6
1
9
）、
勝
成
は
わ
ず
か

3
年
で
備
後
国
（
現
在
の
広
島
県
東
部
）
福
山

10
万
石
へ
転
封
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
備
後
国

は
西
の
安
芸
国
に
浅
野
家
、
東
の
備
中
国
に
池

田
家
と
い
う
外と

様ざ
ま

の
大
大
名
が
控
え
、
そ
れ
ら

の
監
視
役
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

勝
成
は
最
初
、
山
側
の
神か

ん

辺な
べ

と
い
う
所
に
居
を

構
え
ま
す
が
、
城
の
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

を
求
め
領
内
を
く
ま
な
く
巡
見
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
芦
田
川
流
域
の
小
高
い
山
、
の
ち
に
福

山
城
と
な
る
場
所
を
見
つ
け
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
新
た
に
城
を
築
く
こ
と
は
幕
府

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福
山
城

に
関
し
て
は
幕
府
か
ら
特
別
に
許
可
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
城
だ
け
で
な
く
芦
田
川
流
域
の
干

拓
を
進
め
て
城
下
町
も
整
備
し
、
上
水
道
を
建

設
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
産
業
と
し
て
、
こ
の
地
域
の

名
産
で
あ
る
畳
の
原
料
・
藺い

草ぐ
さ

の
栽
培
を
は
じ

め
、
綿
の
栽
培
な
ど
を
奨
励
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
福
山
の
発
展
は
勝
成
な
く
し
て

語
れ
ま
せ
ん
が
、
勝
成
の
ま
ち
づ
く
り
・
城
づ

く
り
の
能
力
は
、
お
そ
ら
く
刈
谷
藩
主
と
し
て

の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
戦
国
の
生
き
字
引
と
し
て
再
び
九
州
へ

寛
永
14
年
（
1
6
3
7
）、
島
原
に
お
い
て
圧

政
と
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
反
発
し
た
領
民
が
一

揆
を
お
こ
し
、原
城（
現
在
の
長
崎
県
南
島
原
市
）

に
立
て
こ
も
り
ま
す
。こ
の
島
原・天
草
一
揆（
島

原
の
乱
）
で
は
、
は
じ
め
幕
府
か
ら
板
倉
重
昌

が
派
遣
さ
れ
、
抑
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
一
揆
勢
は
抵
抗
を
続
け
、

総
攻
撃
に
失
敗
し
た
重
昌
は
戦
死
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
九
州
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
福
山

藩
主
の
勝
成
に
も
出
陣
の
命
令
が
下
さ
れ
ま

す
。
時
に
勝
成
75
歳
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら
23
年

ぶ
り
の
戦
い
で
、
九
州
以
外
の
大
名
と
し
て
は

唯
一
の
参
戦
。関
ヶ
原
の
戦
い
以
降
に
生
ま
れ
、

実
戦
経
験
の
な
い
武
将
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
織

田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
の
「
三さ

ん

英え
い

傑け
つ

」
の
も
と
で
共
に
戦
っ
た
者
と
し
て
、
幕
府

か
ら
の
特
命
で
し
た
。

●
水
野
勝
成
の
人
物
像

島
原
・
天
草
一
揆
が
終
わ
っ
た
翌
年
、
勝

成
は
隠
居
し
ま
す
が
、
そ
の
後
も
武
芸
の
鍛た

ん

錬れ
ん

を
怠
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
88

歳
の
年
に
鉄
砲
で
撃
っ
た
と
さ
れ
る
的
が
現

在
も
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
武
将
と
し
て
の

生
き
様
を
垣か

い

間ま

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

野
勝
成
は
、
戦
国
か
ら
江
戸
へ
と
い
う
時
代

の
流
れ
の
中
で
、「
武
将
」
と
「
藩
主
」
と
い

う
両
面
に
お
い
て
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
、
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平成30年6月、「長崎と天草地方
の潜伏キリシタン関連遺産」がユ
ネスコの世界文化遺産に登録されま
した。キリシタンの歴史を語る上で
欠くことができない島原・天草一揆
（島原の乱）は、刈谷と不思議な縁
でつながっています。
まず、水野勝成がこの戦いへ出
陣しています。そして、勝成へ出陣
の命令を下したのは当時の幕府首
脳であった土井利勝です。刈谷藩
は後に土井家が藩主となり幕末を
迎えますが、その藩祖が土井利勝
になります。
この他、島原・天草一揆の総大
将として戦死した板倉重昌の子孫
は、後に野田・小垣江などを治め
る重原藩主として、明治に入ってか
らの一時期、重原地区に移り住ん
でいます。
このように刈谷藩主の水野家、土
井家、そして重原藩主の板倉家が
島原でつながっていることは、刈谷
の歴史が紡いだ不思議な縁と言える
かもしれません。

島原の地で繋がる
刈谷の藩主

コラム

▲福山城天守閣
　（現在は福山城博物館となっている）

刈谷の歴史に親しみ、興味を持って学ぶことのできる博物館です。刈谷の歴史をテーマに
した常設展示室「歴史ひろば」や、刈谷の祭りを体験できる祭り展示室「お祭りひろば」の他、
歴史上の人物や貴重な遺跡などを取り上げた魅力ある企画展を開催します。
開館日には盛りだくさんのイベントを開催。皆さんのご来館をお待ちしています。

初代刈谷藩主 水野勝成展　
〜「鬼日向」のいくさとまちづくり〜

開館記念企画展

3月24日㈰ 刈谷市歴史博物館が開館します
開館時間　9時〜17時
（㊡月曜（月曜が祝日の場合は翌日）、
祝日の場合は翌日、年末年始）
※24日㈰は10時30分開館、25日㈪
は臨時開館
※施設情報、開館イベントの詳細は
市民だより3月1日号で特集します。

場　逢妻町4-25-1

問　歴史博物館（☎63-6100）

刈谷藩初代藩主である水野勝成の武勇を伝える資料
を中心に、平和な時代を創り上げるために勝成が果た
した役割を紹介します。また藩主として刈谷の発展に
尽くしたことは、福山（広島県）の城下町の開発を主導
した実績からも想像することができます。
今回の企画展では、武勇のみではなく内政にも優れ

た手腕を発揮した水野勝成の人物像を明らかにします。

時　3月24日㈰〜5月19日㈰

公共施設連絡バス「体育館」下車
アクセス方法

歴史博物館開館記念イベント、企画
展や歴史文化に関する情報を紹介し
ています。市 HPよりアクセスして
ください。

▲水野勝成八八歳時
銃撃の的

　（個人蔵 茨城県立
　歴史館保管）

◀金箔押長烏帽子形
変わり兜

　（福山城博物館蔵）

背景：福山左義長絵巻（福山城博物館蔵）

▲裏永楽銭紋黒熊毛二枚胴具足
　（福山市賢忠寺蔵）

歴史博物館の
HPができた

カリー！
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